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５
月
27
日
に
行
わ
れ
る
宮
崎
県
総

合
防
災
訓
練
（
県
沿
岸
部
市
町
は
津

波
避
難
訓
練
）
に
併
せ
ま
し
て
、
本

町
に
お
き
ま
し
て
も
、
下
記
の
と
お

り
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
す
で
に
、
地
区
行
事
・
学
校
行

事
等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
多
数

の
訓
練
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
津
波
等
の
影
響
が
な
い

地
区
に
居
住
の
皆
様
は
、
地
震
や
大

水
害
等
を
想
定
し
た
訓
練
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

１
．
目
的

　

こ
の
訓
練
は
、
日
向
灘
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
１
ク
ラ

ス
の
地
震
が
発
生
し
、
宮
崎
県
沿
岸

部
に
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
こ

と
を
想
定
し
て
、
関
係
機
関
の
効
率

的
な
活
動
と
密
接
な
連
携
を
保
持

し
、
総
合
力
を
も
っ
て
迅
速
か
つ
安

全
に
町
民
の
一
時
避
難
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

２
．
訓
練
想
定
概
要

　

平
成
24
年
５
月
27
日
（
日
）
11
時

05
分
頃
、
日
向
灘
沖
（
宮
崎
県
沖
）

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
１
の
地
震
が
発
生
、
道
路
、
各

種
公
共
施
設
等
に
大
き
な
被
害
が
生

じ
、
さ
ら
に
津
波
が
発
生
し
宮
崎
県

沿
岸
部
に
津
波
到
達
予
定
時
刻
11
時

20
分
の
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、

地
域
住
民
の
避
難
が
必
要
に
な
っ

た
。

　

状
況
の
連
絡
を
受
け
た
町
長
は
、

沿
岸
部
18
箇
所
設
置
の
Ｍ
Ｃ
Ａ
防
災

無
線
に
よ
り
消
防
庁
か
ら
地
震
発
生

と
大
津
波
警
報
に
よ
る
避
難
を
沿
岸

部
一
帯
の
地
区
に
情
報
伝
達
す
る
と

と
も
に
、
町
内
全
地
区
に
情
報
伝
達

し
、
地
域
住
民
の
避
難
勧
告
を
指
示

し
た
。

３
．
訓
練
日
時

　

・
平
成
24
年
５
月
27
日
（
日
）

　
　

11
時
～
12
時
（
雨
天
中
止
）

　
　

訓
練
時
系
列
10
時
～

　
　

訓
練
事
前
広
報

11
時
05
分
～
訓
練
開
始

     （ 

沿
岸
域
に
お
い
て
は
防
災
無
線

広
報
）

12
時
～
訓
練
終
了

４
．
避
難
場
所

　

近
隣
の
高
台
及
び
指
定
避
難
所
。

各
地
区
に
お
い
て
、
町
指
定
の
避
難

所
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
実
情
に

見
合
っ
た
避
難
場
所
へ
避
難
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

５
．
そ
の
他

　

避
難
場
所
確
認
・
避
難
経
路
・
避

難
場
所
へ
の
時
間
等
の
確
認
を
各
自

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
文
書
取
扱
：
門
川
町
総
務
課
消
防
防
災
係
）

平成 24 年度の門川町における発注予定の工事を、下記のとおりお知らせします。

記

１ 　ここに掲載した内容は、公表時点において門川町が発注を予定している工事です。（予定価格２５０万
円を超えると見込まれる工事）

２ 　公表日現在において、工事に必要な土地等の取得、関係者等の協議、調整が未了であるなどの理由によ
り工事実施が未確定のものについては、 含まれていません。

３ 　掲載した工事は、公表日現在の予定であり、実際に発注する工事が掲載内容と異なる場合、又は掲載さ
れてない工事が発注される場合があります。

４　掲載した工事は、工種、工区等を分離・分割して発注する場合があります。
＊入札結果はホームページにより閲覧できます。

１．年少扶養控除が廃止されました。
　　16 歳未満の扶養親族に係る扶養控除（33 万円）が廃止されました。 

２．特定扶養控除の上乗せ部分が廃止されました。
　　 16 歳以上 19 歳未満の特定扶養控除に係る扶養控除の上乗せ部分（12 万円）が廃止され、扶養控除の額

が 33 万円となりました。 

 　年少扶養控除は廃止されますが、個人住民税の非課税限度額の算定に扶養親族の人数が必要となります
ので、申告時に 16 歳未満の扶養親族の方を申告していただく必要があります。
（お問合わせ先）門川町役場税務課住民税係　電話：0982-63-1140（内線 236）

門
川
町
津
波
避
難
訓
練
へ
の
参
加
に
つ
い
て

平成24年度公共工事の発注予定について

平成24年度から個人住民税の扶養控除が変わります
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　門川町では平成 23 年 4 月 1 日から平成２５年３月３１日までの予定で「ヒブワクチン」と「小児用
肺炎球菌ワクチン」、「子宮頸がん予防ワクチン」接種助成事業を実施しています。この 3 つのワクチ
ンは、法律上の義務ではなく、接種対象者の保護者の希望により接種を受ける任意の予防接種です。
接種をご希望の場合は、ワクチン接種の効果や目的、副反応出現の可能性、予防接種健康被害救済制
度などについて十分ご理解のうえ、接種を受けられて下さい。

☆ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン
　⇒ヒブが原因の肺炎や髄膜炎などを予防します。対象年齢：０～４歳

☆小児用肺炎球菌ワクチン
　⇒肺炎球菌が原因の肺炎や髄膜炎などを予防します。対象年齢：０～４歳

☆子宮頸がん予防ワクチン
　⇒子宮頸がんの原因であると言われる、発がん性ウイルスの感染を予防します。

※ 子宮頸がんの原因は発がん性ヒトパピローマウイルスによる感染だと言われています。このワクチ
ンで発がん性ウイルスを１００％防ぐことはできません。また、すでに感染しているウイルスをな
くしたり、がんになるのを遅らせたり、がんを治したりすることはできません。そのため、接種を
受けた方も２０歳を過ぎたら定期的にがん検診を受けて下さい。

国民年金保険料の納付に困ったら
　経済的に保険料を納めるのが困難な方のために、国民年金保険料の免除制度があります。
　申請を行わず、保険料を未納のままにしておくと、不慮の事故などにより障害が残った場合に、障害年金
を受けることができなくなります。
　納付に困ったら、役場町民課医療年金係までご相談ください。

手続きに必要なもの（代理の方でも手続きできます）
①年金手帳
②認印（本人が署名する場合は不要）
　�また、23年３月31日以降に退職された方で、離職票�もしくは�雇用保険受給資格者証をお持ちの方は、
あわせて持参してください。

手続きをする場所・問い合わせ先
門川町役場　町民課医療年金係（電話０９８２－６３－１１４０）
延岡年金事務所（電話０９８２－２１－５４２４）

日時：５月24日（木）午前10時から午後３時まで　場所：日向市中央公民館

ご予約は、延岡年金事務所（☎0982-21-5424）まで

接種パターン 接種開始齢 接種回数・間隔など

接種パターン 2 ～ 7 月未満 初回 3 回 :4 ～ 8 週間の間隔で接種
追加 1 回 : 初回 3 回接種終了後おおむね 1 年の間隔で 1 回

上記以外
7 ～ 12 月未満

1 才～ 4 才

初回 2 回 :4 ～ 8 週間の間隔で接種
追加 1 回 : 初回 2 回接種終了後おおむね 1 年の間隔で１回

1 回のみ接種

接種パターン

対　象　年　齢

接種開始齢 接種回数・間隔など

接種回数・間隔など

接種パターン

中学 1 年生～高校 1 年生にあたる年齢の女子
( 平成８年 4 月 2 日～平成 1 ２年 4 月 1 日生 )

2 ～ 7 月未満 初回 3 回 :27 日以上の間隔で接種
追加 1 回 : 初回 3 回接種終了後 60 日以上の間隔で 1 回

合計３回接種します
※初回接種後
　１ケ月後と６ケ月後にそれぞれ１回追加接種

上記以外
7 ～ 12 月未満

12 ～ 24 月未満
24 月～ 5 才未満

初回 2 回 :27 日以上の間隔で接種
追加 1 回 : 初回 2 回接種終了後 60 日以上の間隔で１回
60 日以上の間隔で 2 回接種
1 回のみ接種



Ｍ
Ｒ
Ｔ
環
境
賞
の
優
秀
賞
を
受
賞
！

　

本
町
ふ
る
さ
と
会
（
長
谷
川
義
明
代
表
）

が
「
Ｍ
Ｒ
Ｔ
環
境
賞
」
の
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。「
Ｍ
Ｒ
Ｔ
環
境
賞
」
と
は
環
境
問

題
に
取
り
組
む
個
人
や
団
体
を
Ｍ
Ｒ
Ｔ
宮
崎

放
送
が
表
彰
す
る
制
度
で
、
本
町
ふ
る
さ
と

会
は
、
本
町
公
民
館
裏
の
「
コ
モ
ダ
池
」
の

ヘ
ド
ロ
除
去
、
遊
歩
道
整
備
、
周
辺
の
美
化

運
動
な
ど
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

役
場
ロ
ビ
ー
に
「
総
合
案
内
窓

口
」
を
開
設
し
ま
し
た

　

門
川
町
で
は
、
役
場
を
ご
利
用
さ
れ
る
お

客
様
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
て
、
平
成
24

年
度
４
月
よ
り
役
場
ロ
ビ
ー
に
総
合
案
内
窓

口
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

総
合
案
内
窓
口
で
は
専
門
要
員
が
、
お
客

様
の
ご
用
件
に
応
じ
た
役
場
担
当
部
所
へ
の

ご
案
内
や
連
絡
等
を
承
り
ま
す
。

　

役
場
ご
利
用
の
際
に
、
お
困
り
な
こ
と
・

ご
不
明
な
こ
と
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

遠
見
山
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
１
日
（
日
）
遠
見

山
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
１
４
・
３
㎞
の
コ
ー
ス
沿
い
に
は
、
満

開
の
桜
の
花
と
枇
榔
島
の
絶
景
が
ひ
ろ
が
り
、

そ
し
て
ゴ
ー
ル
地
点
で
振
舞
わ
れ
た
ニ
ベ
鍋

は
参
加
者
に
大
好
評
で
し
た
。

新
入
職
員
紹
介

　

平
成
24
年
４
月
１
日
付
け
で
８
名
の
職
員
が
入
庁
し
ま
し
た
。

明
る
く
元
気
に
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
前
列
左
か
ら
〉

　

窪
田　

鉄
平
【
町
民
課　

主
事
（
医
療
年
金
係
）】

　

徳
田　

康
倫
【
企
画
財
政
課　

主
事
（
企
画
政
策
係
）】

　

竹
田　

元
洋
【
税
務
課　

主
事
（
住
民
税
係
）】

　

加
藤　

智
美
【
議
会
事
務
局　

書
記
】

西
門
川
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に

こ
い
の
ぼ
り
が
元
気
に
泳
い
で

い
ま
す
！

〈
後
列
左
か
ら
〉

　

黒
木　

寛
朗
【
環
境
水
道
課　

主
事
（
環
境
係
）】

　

山
口　

祥
司
【
税
務
課　

主
事
（
納
税
管
理
係
）】

　

福
田　

純
平
【
建
設
課　

主
事
（
管
理
係
）】

　

白
木　

隆
士
【
教
育
総
務
課　

主
事
（
学
校
教
育
係
）】

平
成
24
年
度
門
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
結
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

平
成
24
年
４
月
13
日
に
「
平
成
24

年
度
門
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

結
団
式
」
が
門
川
町
総
合
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
町
内
で
活
動
す
る
21
団
体
３
５
５

名
の
団
員
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

少
年
団
の
活
動
内
容
な
ど
の
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
結
団
式
を
通
し
て
、
各
少

年
団
に
所
属
す
る
子
ど
も
た
ち
の
交

流
が
深
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
同
士
が

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
門
川
町
の
ス
ポ

ー
ツ
競
技
力
が
向
上
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
式
に
先
立
っ
て
功
労
者
表
彰

お
よ
び
感
謝
状
授
与
が
行
わ
れ
、
長

年
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し

て
団
員
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
門
川
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

和
角
敏
之
さ
ん
、
黒
潮
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
好
見
太
吾
さ
ん
の
２
名
に
対

し
て
は
表
彰
状
と
記
念
品
が
、
少
年
団
事
務
局
と
し
て
長
年
事
務
を
さ
れ

て
き
た
林
輝
昭
さ
ん
に
は
感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
宮
崎
県
教
育
長
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
４
名
の
指
導
者

の
方
へ
の
伝
達
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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～補助金を活用して～

　

門
川
町
で
は
、
住
民
主
体
で
取
り
組
む

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応
援
す
る
た
め
、
門

川
町
ま
ち
づ
く
り
プ
レ
ー
ヤ
ー
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
町
内
で
活
動
す
る
14
団
体
、

に
約
７
０
０
万
円
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
支
援
実
施
６
年
目
を
迎
え
、
新
た

に
ま
ち
づ
く
り
活
動
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
事
業
を
加
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
募

集
い
た
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

町
内
を
活
動
拠
点
と
す
る
団
体
･
グ

ル
ー
プ
で
、
政
治
・
宗
教
・
営
利
活
動
等

を
目
的
と
し
な
い
団
体

【
応
募
事
業
】

　

①
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
活
動

　

② 

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

活
動

　

③  

町
内
外
へ
の
情
報
発
信
に
つ
な
が
る

活
動

【
補
助
内
容
】

　

25
万
円
を
上
限
（
１
団
体
）
と
し
、
支

援
対
象
経
費
の
２
分
の
１
を
補
助
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
①

ま
ち
づ
く
り
活
動
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
!!

活
動
初
年
度
は
、
補
助
率
を
３
分
の
２
に

引
き
上
げ
て
支
援
い
た
し
ま
す
！

【
補
助
期
間
】

　

年
次
計
画
で
実
施
す
る
事
業
は
、
３
ヵ

年
を
限
度
と
す
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
②

３
年
を
経
過
後
、
審
査
会
に
お
い
て
特
に

延
長
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
最
長
５
ヵ
年
に

延
長
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
!!

【
募
集
期
間
】

　

平
成
24
年
５
月
７
日（
月
）
～

　

平
成
24
年
５
月
31
日（
木
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
門
川
町
役
場 

企
画
財
政
課　

企
画
政
策
係

　

☎
６
３
︱
１
１
４
０　

担
当
：
川
越

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

　

門
川
町
ま
ち
づ
く
り
プ
レ
ー
ヤ
ー
事
業

は
、
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
を
応
援
す
る
た
め
、

１
年
目
の
活
動
に
は
補
助
率
を
３
分
の
２

に
引
き
上
げ
て
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
継
続
事
業
の
補
助
対
象
期
間
を
、

審
査
会
で
認
め
ら
れ
れ
ば
最
長
５
ヵ
年
に

延
長
し
、
よ
り
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
積
極

的
に
行
え
る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
や
っ
て
み
た
い
、

も
っ
と
充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
あ

な
た
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

西門川地域活性化協議会が西門川いきいき夏祭りを開催

庵川東・牧山地区農地利用改善
組合が「そうだ庵川に行こう！」
遠見山ウォーキングを立ち上げ！

宝の里おこしグループが
農産物直売所
「松瀬ふれあいの里」をオープン

門川町青壮年連絡協議会が
へべ酢ポン酢

「ちょべっさん」を開発！
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◎
悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

　

～
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
悪
質
業
者
は
、
う
・
そ
・
つ
・
き
！
」
～

「
う
」
う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い
！

「
そ
」
そ
う
だ
ん
す
る
！

「
つ
」
つ
ら
れ
て
返
事
を
し
な
い
！
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
！

「
き
」
き
っ
ぱ
り
！
は
っ
き
り
！
断
る
！

◎
不
安
を
感
じ
た
時
、
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口

・
警
察
本
部
又
は
最
寄
り
の
警
察
署
の
警
察
安
全
相
談
窓
口

・
悪
質
商
法
１
１
０
番　

０
９
８
５
︱
２
２
︱
８
０
８
０
（
警
察
本
部
生 

   

活
環
境
課
内
）

・
金
融
等
相
談
電
話　

０
９
８
５
︱
２
２
︱
５
０
５
０
（
警
察
本
部
生
活

   

環
境
課
内
）

○
高
齢
者
を
ね
ら
う
悪
質
業
者
！

　

悪
質
業
者
は
、
名
簿
屋
や
同
業
者
か
ら
入
手
し
た
個
人
情
報
を
基
に
、

高
齢
者
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。悪
質
業
者
は
、高
齢
者
を
ね
ら
う
理
由
を
、

「
高
齢
者
は
だ
ま
し
や
す
い
か
ら
」「
一
度
だ
ま
せ
れ
ば
何
度
で
も
だ
ま

せ
る
か
ら
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
す
。

○
暴
力
的
な
悪
質
業
者
！　

　

悪
質
業
者
は
、
嘘
を
つ
く
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勝
手
に
家
に
上

が
り
込
ん
で
深
夜
ま
で
居
座
っ
た
り
、
大
声
で
怒
鳴
っ
た
り
…

あ
の
手
こ
の
手
で
高
齢
者
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

門
川
町
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
、
住
宅

の
修
繕
及
び
補
修
な
ど
を
行
な
う
方
に
対
し

て
、
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
工
事
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
担
当
す
る
係
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

（
１
）交
付
要
綱
名

　

 

門
川
町
木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
補
助
金
交
付
要
綱 

（
２
）補
助
対
象
者
と
な
る
方

　

① 

門
川
町
に
住
民
登
録
又
は
外
国
人
登
録
を

し
て
お
り
、
か
つ
、
居
住
し
て
い
る
方

　

② 

本
人
及
び
本
人
と
同
一
世
帯
に
属
す
る
者

が
町
税
（
町
民
税
、
固
定
資
産
税
及
び
軽

自
動
車
税
）
及
び
国
民
健
康
保
険
税
等
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

（
３
）補
助
対
象
住
宅

　

①
耐
震
改
修

　

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
し
た
木

　
　

 

造
建
物
（
耐
震
診
断
を
受
け
た
住
宅
に
限

る
） 

　

②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　

･
建
築
後
１
年
以
上
経
過
し
た
、
居
住
の
用

　
　

に
供
し
て
い
る
自
己
所
有
の
住
宅

　

・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
は
居
住
者
の

　
　

専
有
部
分
の
み

　

③
町
内
に
存
す
る
住
宅

　

④ 

店
舗
等
の
併
用
住
宅
（
店
舗
等
に
属
す
る

部
分
の
床
面
積
が
全
体
の
１
／
２
未
満
）

（
４
）補
助
対
象
工
事 

 
 

 

　

① 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
し
た
木

造
住
宅
で
、
耐
震
診
断
を
す
で
に
受
け
た

上
で
の
耐
震
改
修
工
事 

　

② 

補
助
対
象
経
費
が
20
万
円
以
上
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
等
工
事

　

③
要
綱
に
定
め
る
工
事 

 
 

 
 

 
 

 

（
５
）補
助
の
対
象
外
工
事 

 
 

 

　

① 

他
の
助
成
制
度
を
適
用
す
る
場
合
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
介

護
保
険
の
補
助
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制

度
等
）
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　

② 

公
共
工
事
に
伴
い
移
転
等
の
補
償
の
対
象

と
な
る
工
事

（
６
）補
助
金
の
額

　

① 

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
は
、
対
象
工
事

費
の
30
％
以
内
で
30
万
円
を
上
限

　

② 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
、
対
象
工
事
費

の
15
％
以
内
で
15
万
円
を
上
限

（
７
）申
請
受
付
期
間

　

平
成
24
年
５
月
１
日
～
平
成
25
年
１
月
25
日

（
随
時
受
付
）（
工
事
実
施
期
間
は
平
成
25
年
２

月
末
日
ま
で
）（
注
）
た
だ
し
、
予
算
額
に
達

し
次
第
、
受
付
終
了
と
な
り
ま
す
。

（
８
）事
業
者
の
方
へ

　

 

町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
又
は
個
人
で

あ
っ
て
、
町
税
を
滞
納
し
て
な
い
方

　

※
申
請
が
必
要
で
す
。

　
《
問
合
せ
・
お
申
込
先
》

　

門
川
町 

建
設
課 

建
築
住
宅
係

　

電
話
：
６
３
︱
１
１
４
０
（
内
線
２
４
７
）
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　犬の登録ならびに狂犬病予防注射を下記のとおり実施しますので、最寄りの会場に犬を連れてお越
しください。
　登録をまだ済まされていない方もこの機会に登録・予防注射を済ませていただくようお願いします。
　なお、地区の指定をしていますが、都合の悪い方はどの会場でも受けられますのでご利用ください。 

【登録・狂犬病予防注射に関する費用】	
　（１）新規登録の犬の場合（６，０００円）
　　　　登録手数料３，０００円（登録は生涯１回のみです。）
　　　　狂犬病予防注射手数料３，０００円
　（２）登録ずみの犬の場合（３，０００円）※案内のハガキを必ず持参ください。
　　　　狂犬病予防注射手数料３，０００円
　　動物病院で受けても同じ料金です。指定日の都合の悪い方は動物病院で受けてください。

　平成２４年度門川町消防団の退団式及び辞令交付式が４月６日行われ、３３名の退団者に対し感謝
状が町長より授与され、分団長２名、部長６名、新入団２５名に対し団長より辞令が交付されました。 
　平成２４年度門川町消防団高級幹部・各部長は次のとおりです。
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★町内居住、または町内の事業所に勤務している方
★生後４か月から小学６年生までの子どもの保護者

※�会員登録申し込みの際、事業の仕組みと活動に
ついての説明を受けて頂きます。

○会　　場　　門川町子育て人づくりセンターひだまりハウス
○対　　象　　町内在住で、自宅などで子どもを預かることができる方。
　　　　　　　(２０歳以上。資格や経験、男女を問いません )
○応募方法　　電話または FAXで、門川町子育て人づくりセンターまで申し込んで
　　　　　　　ください。
　　　　　　　＊ FAXの場合は、お名前・ご住所・電話番号を必ずご記入ください。
○問合せ先　　門川町子育て人づくりセンター　TEL: ０９８２－６３－１４５３(FAX兼用 )
○締め切り　　５月２４日（木）　

★養成講座日程・内容 (講座科目の一部受講はできません )　

残業で保育園の
お迎えが心配…

子育てしてい
る人を手助け
したい

４月からファ
ミ サ ポ が 始
まったよ♥　

学校行事の時
預かってほしい 社会の役に

立ちたい

★会員の条件 (登録は無料です )

★町内居住の方
★ �20 歳以上の心身ともに健康な方で、自宅等で子
どもを預かれる方
※�町が指定する講習会（３日間程度）の受講が必
要です。

おねがい会員
(子育ての手助けをしてほしい方 )

まかせて会員
(子育てを応援したい方 )

お迎えが心配…
る人を手助け

○問合せ先　　門川町子育て人づくりセンター　TEL: ０９８２－６３－１４５３(FAX兼用 )

　

宮
崎
県
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

『
活
用
す
る
力
』
を
高
め
る
授
業
力
強

化
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
事
業
内

容
は
、
児
童
生
徒
の
課
題
解
決
力
を

向
上
さ
せ
る
指
導
の
で
き
る
『
中
核

教
員
』
を
育
成
す
る
と
い
う
も
の
。

県
内
の
小
学
校
で
は
11
名
の
中
核
教

員
が
選
ば
れ
、
そ
の
中
の
１
人
と
し

て
委
嘱
を
う
け
た
の
が
、
五
十
鈴
小

学
校
教
諭
の
三
樹
史
朋
さ
ん
。
こ
れ

ま
で
県
外
先
進
校
で
の
研
修
や
文
部

科
学
省
の
指
導
を
受
け
て
き
た
。

　
「
宮
崎
県
は
全
国
学
力
テ
ス
ト
で
応

用
問
題
に
弱
い
と
い
う
結
果
で
出
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
か
け
算
や
わ
り

算
な
ど
の
計
算
問
題
を
た
だ
速
く
解

く
力
で
は
な
く
、
今
ま
で
身
に
付
け

た
知
識
を
活
用
し
て
、
新
し
い
問
題

を
解
く
な
ど
応
用
力
が
育
つ
授
業
の

研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

授
業
の
研
究
テ
ー
マ
は
、『
自
ら
考

え
、
意
欲
的
に
学
ぶ
児
童
を
育
て
る

学
習
指
導
法
の
工
夫
』。
工
夫
と
は
、

授
業
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
二
人

一
組
に
な
り
自
分
の
考
え
を
伝
え
合

う
時
間
を
つ
く
っ
た
り
、
学
級
通
信

に
授
業
で
使
用
し
た
板
書
（
黒
板
に

書
い
た
こ
と
）
を
写
真
で
掲
載
し
家

庭
と
の
連
携
を
図
っ
た
り
、
ま
た
１

時
間
の
授
業
ご
と
に
振
り
返
り
カ
ー

ド
を
記
入
さ
せ
る
な
ど
様
々
。
特
に
、

子
ど
も
達
が
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
、

友
達
の
考
え
を
聞
く
と
い
う
こ
と
を

最
も
大
切
に
し
て
い
る
。

　
「
自
分
が
学
生
時
代
に
、
や
ら
さ
れ

る
勉
強
を
経
験
し
て
疑
問
を
感
じ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に

は
、
自
分
か
ら
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
学
ん
で
き

た
知
識
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
た
う

え
で
、
そ
の
他
の
学
習
や
日
常
生
活

に
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は

授
業
が
一
番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
し
、

『
活
用
す
る
力
』
を
教
師
が
意
識
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。

　

三
樹
さ
ん
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
経
験

が
あ
り
国
体
選
手
に
選
ば
れ
る
ほ
ど

の
実
力
を
持
つ
。
グ
ラ
ン
ド
に
出
れ

ば
、
日
向
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
の
コ
ー

チ
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
汗

を
流
し
な
が
ら
、
体
を
動
か
す
喜
び

や
仲
間
と
の
絆
の
大
切
さ
も
教
え
る
。

五
十
鈴
小
学
校
で
は
、
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

の
指
導
も
行
い
、
こ
れ
ま
で
４
年
間
、

毎
年
県
大
会
に
参
加
し
て
い
る
。

　
「
学
校
で
し
か
学
べ
な
い
『
何
か
』

を
伝
え
た
い
。
そ
し
て
、
友
達
っ
て

い
い
な
、
学
校
が
楽
し
い
な
、
と
思

え
る
学
級
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
き

た
い
で
す
」。

　

今
年
度
は
、
中
核
教
員
の
サ
ポ
ー

ト
役
と
し
て
、
県
か
ら
の
委
嘱
を
う

け
た
。
教
師
と
し
て
13
年
目
。「
母
が

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
門
川
町
で
教
員

が
で
き
る
こ
と
に
縁
を
感
じ
、
こ
れ

か
ら
も
自
己
研
鑽
に
励
ん
で
い
き
た

い
」
と
熱
く
語
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

五
十
鈴
小
学
校　

教
諭

三
樹
　
史
朋
さ
ん

←平成22年には、タグラグビーチームを
　九州大会に導いた。

タグラグビー
腰に付けた２本のひらひらしたタグを、お互いに取っ
たり取られたりしながら、ボールを持ってコートを
自由自在に駆け回り、相手ゴールを目指す競技。



（
搬
入
不
可
）

４
／
28（
土
）・
５
／
５
日（
土
）

（
搬
入
可
）

４
／
29
日（
日
）・
５
／
６
日（
日
）

（
通
常
収
集
、
搬
入
不
可
）

４
／
30（
月
）

（
通
常
収
集
、
搬
入
可
）

５
／
１（
火
）・
５
／
２
日（
水
）

（
収
集
な
し
、
搬
入
不
可
）

５
／
３（
木
）・
５
／
４（
金
）

　

資
源
ご
み
回
収
奨
励
事
業
の
受
付
申
込
期

間
が
平
成
24
年
５
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
お
申
し
込
み
さ
れ
る
方
は
環
境
水
道

課
環
境
係
に
登
録
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
登
録
申
請
書
は
環
境

水
道
課
環
境
係
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　

門
川
町
役
場
環
境
水
道
課
環
境
係

　

☎
０
９
８
２
︱
６
３
︱
１
１
４
０

　
（
内
線
２
８
６
）

　

門
川
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
ね
ず
み
昆
虫

由
来
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
毎
年
、
殺
虫

託
児
も
あ
り
ま
す
。

　

生
後
３
か
月
以
降
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
お

母
さ
ん
を
対
象
に
、
離
乳
食
教
室
を
実
施
し

ま
す
。

【
日
時
】

平
成
24
年
5
月
15
日（
火
）
10
時
～
13
時

【
場
所
】

中
央
公
民
館　

２
階　

調
理
室
・
会
議
室

【
内
容
】

①
は
じ
め
て
の
離
乳
食
づ
く
り

②
保
健
師
・
栄
養
士
の
話

※
お
母
さ
ん
の
お
昼
ご
は
ん
つ
き
!!

マ
マ
の
ご
は
ん
は
栄
養
満
点
な
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
メ
ニ
ュ
ー
!!	

剤
を
配
布
し
て
き
ま
し
た
が
、
次
の
理
由
に

よ
り
平
成
23
年
度
で
殺
虫
剤
の
配
布
を
中
止

す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

〈
殺
虫
剤
の
誤
飲
〉

・ 

埼
玉
県
越
谷
市
内
に
お
い
て
、
自
治
会
が

第
２
類
医
薬
品
で
あ
る
殺
虫
剤
を
お
茶
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
小
分
け
し
、
こ
れ
を
誤

飲
し
た
女
性
二
人
が
意
識
不
明
と
な
る
重

大
な
健
康
被
害
が
発
生
し
た
。

〈
根
拠
法
令
の
廃
止
〉

・ 

殺
虫
剤
散
布
の
根
拠
法
令
で
あ
る
伝
染
病

予
防
法
が
、
予
防
接
種
な
ど
の
衛
生
対
策

や
ゴ
ミ
処
理
施
設
及
び
公
共
下
水
道
な
ど

の
整
備
で
生
活
環
境
が
向
上
し
、
ね
ず
み

昆
虫
由
来
に
よ
る
感
染
症
が
蔓
延
し
て
い

な
い
社
会
状
況
か
ら
平
成
12
年
１
月
に
廃

止
さ
れ
て
い
る
。

〈
殺
虫
剤
使
用
の
問
題
点
〉

・ 

殺
虫
剤（
化
学
物
質
）
に
よ
る
人
の
健
康

や
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

・ 

殺
虫
剤
に
抵
抗
性
を
持
つ
個
体
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
24
年
度
よ
り
殺
虫

剤
の
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６

月
１
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
を
図
る
た
め
、

『
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
所
』
の
開
設
や
、

街
角
で
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
持
参
す
る
も
の
】

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
は
し
、
飲
み
物
、
米

50
ｇ（
１
／
３
合
）

☆ 

離
乳
食
を
始
め
ら
れ
て
い
る
方
は
普
段
使

用
し
て
い
る
ス
プ
ー
ン
な
ど

【
参
加
申
し
込
み
締
め
切
り
】

平
成
24
年
5
月
11
日（
金
） 

【
お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課　

健
康
づ
く
り
係　

☎
６
３
︱
１
１
４
０（
内
線
２
２
３
）

　

門
川
町
教
育
委

員
会
で
は
、
21
世

紀
を
担
う
中
学
生

を
国
外
に
派
遣
し
、

現
地
の
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
や
教
師
、

学
生
と
の
交
流
を

通
し
て
、
豊
か
な

国
際
感
覚
と
町
民

及
び
日
本
人
と
し

て
の
自
覚
や
責
任

感
を
身
に
つ
け
、
国
際
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

町
内
在
住
の
中
学
生
を
対
象
に
門
川
町
中
学

生
海
外
研
修
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
こ
の
海
外
派
遣
事
業
に
参
加

す
る
中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
具
体
的
な
日

程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
５
月
中
旬
に
決
ま
る

予
定
で
す
。

　

　

門
川
町
で
も
、
同
日
午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
門
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
庵

川
西
）
に
お
い
て
、『
特
設
人
権
相
談
所
』

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

私
た
ち
の
町
か
ら
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
活
動
さ
れ

て
い
る
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

黒
木　

隆
晴（
☎
６
４
︱
１
７
３
１
）

　

道
前　

和
子（
☎
６
３
︱
１
０
１
０
）

　

黒
木　

洋
子（
☎
６
３
︱
７
４
３
８
）

　

園
田　

敏
行（
☎
６
３
︱
２
７
４
４
）

　

姫
野　

淑
子（
☎
６
３
︱
５
９
１
０
）

　

中
越　

廣
美（
☎
６
３
︱
６
９
９
０
）

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
国
際
活
動
、
災
害
救

援
活
動
、
医
療
・
社
会
福
祉
事
業
、
救
急
法
・

家
庭
看
護
法
等
の
講
習
普
及
、
献
血
の
推
進

活
動
、
青
少
年
赤
十
字
の
育
成
な
ど
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
社
資（
社
費
・
寄
付
金
）
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
に
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
社
資
は
、
総
額
２
，
３
９
７
，

７
３
６
円
で
、
門
川
町
の
目
標
額
を
上
回
る

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
赤
十
字
の
思

想
と
活
動
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
赤
十
字
活

動
へ
の
参
加
と
活
動
資
金（
社
資
）
へ
の
協

○
派
遣
先
及
び
派
遣
期
間

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　

８
月
中
旬
～
下
旬

○
募
集
人
数　

10
名

○
応
募
資
格

・
町
内
在
住
の
中
学
校
２
・
３
年
生

・ 

心
身
と
も
に
健
康
で
、
団
体
行
動
の
と
れ

る
協
調
性
の
あ
る
生
徒

・ 

英
会
話
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
学
習
意

欲
の
あ
る
生
徒

○
参
加
費

　

一
部
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

門
川
町
教
育
委
員
会　

教
育
総
務
課

☎
０
９
８
２
︱
６
３
︱
１
１
４
０

（
内
線
２
６
８
）

力
を
呼
び
か
け
る
運
動
月
間
で
す
。
皆
さ
ま

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。日

本
赤
十
字
社　

門
川
町
分
区
長

※ 

や
む
を
得
ず
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
ご
確
認

の
上
、
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

医
師
会
在
宅
当
番
医
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
９
８
２
︱
５
３
︱
１
２
１
４
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４
月
、5
月
の
連
休
期
間
４
月

28
日（
土
）～
５
月
６
日（
日
）

の
ご
み
収
集
及
び
清
掃
工
場

へ
の
搬
入
に
つ
い
て

資
源
ご
み
回
収
奨
励
事
業
の

受
付
申
込
期
間
に
つ
い
て

全
国
一
斉「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

「
中
学
生
海
外
研
修
派
遣

事
業
」
の
ご
案
内

殺
虫
剤
配
布
の
中
止
に
つ
い
て

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
！

「
離
乳
食
教
室
」の
ご
案
内できあがり♪

小
児
科　

日
曜
・
祝
日
在
宅

当
番
医
の
お
知
ら
せ
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自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
、
宮
崎
運

輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有

者
又
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

金
融
機
関
ま
た
は
県
税
・
総
務
事
務
所
の

ほ
か
、
各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
も
自
動
車
税
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
詳
し
く
は
納
税
通
知
書
を
ご
覧
下
さ

い
。）
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
５
月
31

日（
木
）
ま
で
に
、
自
動
車
税
を
納
め
て
く

だ
さ
い
。
も
し
、
５
月
中
旬
ま
で
に
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
と
き
は
、
お
近
く
の
県

税
・
総
務
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
が
い
者
の
方
の
た
め
に
使
用
す

る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
場
合
、
納
期
限
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、

自
動
車
税
の
一
定
額
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

日
向
県
税
・
総
務
事
務
所

☎
０
９
８
２
︱
５
２
︱
４
１
４
８

「
基
本
を
学
ぼ
う　

エ
ク
セ
ル（
基
礎
）」

午
前
の
部

　

表
計
算
ソ
フ
ト「
エ
ク
セ
ル
」
に
つ
い
て

基
礎
か
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
講
師
の
先

生
が
分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

☆
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
知
識 

 
 

☆
表
の
作
成　

☆
簡
単
な
関
数 

 

☆
グ
ラ
フ
の
作
成　

等 
 

 

午
前
の
部　

日
程（
５
日
間
）

６
月
４
日（
月
）・
７
日（
木
）・
11
日（
月
）・

14
日（
木
）・
18
日（
月
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

【
費
用
】
テ
キ
ス
ト
代
３
，
０
０
０
円
以
内

【
受
講
資
格
】
原
則
と
し
て
門
川
町
内
に
在

住
し
て
い
る
成
人
男
女

【
各
講
座
共
通
】

○
定
員
20
名　

 
 

 
 

（
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
） 

 

○
会
場

門
川
町
立
図
書
館　

２
階
情
報
研
修
室

○
申
込
方
法

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込 

・ 

お
問
合
せ

門
川
町
役
場　

社
会
教
育
課

☎
６
３
︱
１
１
４
０（
内
線
２
６
６
）

　

平
成
22
年
に
初
入
港
し
、
市
内
外
の
方
々

の
熱
視
線
を
浴
び
た
海
外
大
型
ク
ル
ー
ズ
客

船
の
入
港
が
今
年
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
段
階
で
、
入
港
が

予
定
さ
れ
て
い
る
客

船
「
コ
ス
タ
・
ビ
ク

ト
リ
ア
」は
、中
国（
上

海
）
を
出
港
し
、韓
国
、

日
本
を
巡
る
ク
ル
ー

ズ
の
ラ
ス
ト
ポ
ー
ト

と
し
て
細
島
港
に
寄

港
し
ま
す
。
寄
港
し
た
際
に
は
、
約

２
０
０
０
人
の
乗
船
客
が
宮
崎
県
内
の
観
光

地
巡
り
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
訪
れ
、
日
本
文

化
を
堪
能
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
海
外
か
ら
の
お
客
様
を
お
も
て

な
し
す
る
た
め
に
、
物
産
展
や
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
の
披
露
、
和
太
鼓
演
奏
な
ど
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

　

大
迫
力
の
豪
華
客
船
や
、
お
も
て
な
し
を

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

【
期
日
】
平
成
24
年
5
月
21
日（
月
）・
26
日

（
土
）・
31
日（
木
）
14
：
00
入
港
、
24
：
00

出
港
予
定
。

【
場
所
】日
向
市
細
島
工
業
港
1
・
2
号
岸
壁

※ 

そ
の
日
の
天
候
に
よ
り
会
場
が
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】日
向
市
細
島
港
ク
ル
ー
ズ
客
船

受
入
協
議
会（
日
向
市　

観
光
振
興
課
内
）

☎
０
９
８
２
︱
５
２
︱
２
１
１
１

自
動
車
税
は
納
期
限
内
に
。

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集
!!
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5月のカレンダー
（平成24年４月11日現在）

土
4/29 4 5

土
5/1 2 3

日
30
月 火 水 木 金

6 11 128 9 107

13 18 1915 16 1714

20 25 2622 23 2421

27 6/1 229 30 3128

憲法記念日 こどもの日みどりの日

行政相談日
（10：00～15：00��
門川町総合福祉
センター）

文化協会定期総会
（19：30～21：00��
門川町役場）

おはなし会
（10：30～11：00
門川町立図書館）
乳児前期検診
（13：30～14：00
受付　門川町総
合福祉センター）

おはなし会
（11:00～11:30
門川町立図書館）

心の杜休館日

門川中学校朝食
レストラン開始
（7：30～8：30）

おはなし会
（10：30～11：00
門川町立図書館）

３才児健診
（13：15～14：00
受付　門川町総
合福祉センター）

総合防災訓練
（11：00～12：00
町内）
みんなと朝市
（8:00～9:30
門川漁港）

★
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

 　

５
月
25
日
は
、
４
月
分
の
口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
５
月
25
日
に
引
落
し
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
６
月
11
日
に
再
振
替
し
ま
す
。
な
お
、
３
月
分
の
再
振
替
は
５
月
10
日
に
行
な
い
ま
す
。

★
水
道
料
金
の
納
付
書
に
つ
い
て

　

 　

今
月
上
旬
に
水
道
料
金
４
月
分
の
納
付
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
付
書
は
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ
に

な
っ
て
お
り
、
丁
寧
に
は
が
し
て
料
金
を
ご
確
認
の
上
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平成２４年４月号から門川町内の民生委員
児童委員の皆さんをご紹介しています。
各地区の民生委員児童委員のお顔を覚えて
いただき、生活や福祉に関することなどお
気軽にご相談ください。

民生委員に関するお問い合わせは
役場福祉課まで
電話６３－１１４０（内線２３２）

門川町の民生委員児童委員

小松地区担当
蓮本章子さん

大丸地区担当
松垣弘裕さん

小園地区担当
小野直子さん

城屋敷地区担当
米良美枝子さん
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●町内人口

（　　）内は前月

４月１日現在

男

8,798
（8,830）

9,789
（9,832）

18,587
（18,662）

6,877
（6,891）

女 計 世帯数

お問い合わせ　町民課　健康づくり係

◎固定資産税　　（1期）
◎軽自動車税　　（1期）

今月の納期

＜作り方＞
１　①大根葉は茹でて細かく切り、しょうゆで下味をつけておく。
　　②炊きたてのご飯に①の大根葉をしっかりしぼって加え、炒ったごまと混ぜ合わせる。
２　①鯖は半分に切り、塩、酒を少 （々分量外）をふり、５分くらいおく。グリルを温め、鯖の両面を焼く。
　　②Ａを合わせ、溶き卵を少しずつ加えて混ぜる。鍋(中火)で、やわらかめの炒り卵を作る。
　　③鯖に炒り卵をのせ、かるく焼き色がつくまで再度グリルで焼く。茹でたブロッコリーを付け合わせにする。
３　①�えびは１㎝幅に切って塩、酒を少 （々分量外）ふる。すりおろしたレンコンにせん切りにした絹さや、えび、かたくり

粉を加えてよく混ぜ、ラップでだんご状に包み、レンジで約２分（500W）加熱する。
　　②�ほうれん草は茹でて３㎝に切る。しめじはほぐしておく。鍋にだし汁を煮立たせ、しめじを加え、しょうゆと塩で調

味する。お椀に①を入れ、ほうれん草を添えてだし汁をはり、ゆずの皮をかざる。
４　①ほうれん草は茹でて、しょうゆで下味をつける。のりをまきすの上に広げ、絞ったほうれん草をおきくるりと巻く。
　　②９等分に切り、切り口を上にして盛りつけ、上から切りごまをふる。

〜やっちみろや健康づくり 21〜『健康づくりは食事から』

　５月は新年度で知らず知らずのうちにたまってしまっ
ている疲れが出てくる時期。なんとなく体が重たく感じ
られる方も多いと思います。まずは、「早起き・早ね・朝
ごはん」で５月の連休で乱れた生活リズムをととのえて
いきましょう !!

編集後記
11 ページでご紹介したように、
４月から総合案内窓口サービス
がスタートしました。町民の皆
さまに少しでも役場を身近に感
じていただければと思います。
役場へお越しの際は、是非ご利
用ください。（Ｋ）


